
 
 

論文 フットサル競技における記述分析法の正確性の検討 

Examination of accuracy about the notational analysis in futsal 
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【抄 録】 

フットサルにおけるパフォーマンスの分析方法は，デジタル測定法と記述分析法に分類される．アリー

ナ競技であるフットサルでは，パンニング映像を用いた記述分析法の正確性を検討した研究は行われて

いない．そこで本研究では，フットサル試合における記述分析法の正確性を検証することを目的とした．

検証では，2 次元 DLT 法，目視プロット法，フィールド分割法の 3 つの分析法を Pearson の積率相関

分析，Bland-Altman 分析を用いて比較した．本研究の結果として，目視プロット法とフィールド分割法

が指導現場において十分活用可能な正確性を有することが確認された．これにより，固定カメラではな

い試合映像においても，目視プロット法やフィールド分割法を用いて 2 次元 DLT 法と同程度の分析が

可能となることが確認できた． 
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